テレビ用インナーイヤーヘッドホン ATH - CK 251 TV 


取扱説明書 ⑥ audio-technica 


お買い上げありがとラございます。ご使用の前にこの取扱説明書を必ずお読みのうえ、正しくご使用くださし、。 
また、保証書と一経にいつでもすぐ読める場丽こ保管しておしでください。 


まを上のま意 


本製品は安全性に巧分なお慮をして設計していますが、使しけ、たを誤ると事故が起こることがあります。 
事故を末なに防ぐために下記の巧容をがずお守りください。 


A 警告 


この表示は「取0扱いを誤った場合、使用者が巧 t または重傷を負ラ可能性が 
あります」を意味しています。 


A を意 


この表示は「取り扱いを誤った場合、使用をが傷害を負ラ、または物的損害が発 
生ずる可能性びありまず」を意巧しています。 


A 警告 

•自動車、バイク、自商まなど、乗 D 物の運居中はお巧に使用しないでください。交通事故の原因となります。 
•周囲の音が聞こえないとをおな場所（超切、訪のホーム、工事現場、車や自拉まの通るちなど）では使用しないで 
<ださい。 

•本製品は密閉度が高く、外部の音が聞こえに<くなります。 

周囲の音が聞こえる音量で、安をを確かめながらご使用ください。 

♦イヤピースは巧巧の手の届かない場所に巧管してください。 


A 注意 

•本製品を使用中に気分が悪くなった場合は、すぐにご使用を中止してください。 

•耳をあまり刺激しない適度な音量でご使用ください。大音量で長時間聴くと聴力に悪影蓄を与えることがあります。 
♦肌に異常を感じた場合は、すぐにご使用を中止してください。 

•分巧や巧造はしないでください。 

♦ヘッドホンを耳から外したときは、おずイヤピースび本体に付しでいるかご®認ください。 

イヤビースがちの中に残り取り出せない場合は、ずぐに医師の診察を受けてください。 

•本製品は耳をふさぐおがのため、惑れによりかゆみなどを感じることがありまず。 

その場合は一旦ご使用を中止してください。 

•付属のコードクリップに指を挟まないよラにしてください。けがの原因になりまず。 


ほ用上のま意 


♦ご使用の際は、接続する糖器の取巧説明書ちおずお読み< ださい。 

♦交通お関や公其の場所では、他の人の迷惑にな5ないよラ、音量にご注意<ださい。 

•接続ずる際は、化ず機器の音量を最小にしてください。 

•乾燥した場所ではちにピ U ピリと刺激を感じることがありまず。 

これは人体や接続したお器に碧漬された静軍気によるをのでヘッドホンの巧障ではありません。 

•強い衝單を与えないでください。 

♦直射曰光の当たる場所、暖房器具の近く、高ミ品を湿やほこりのをい場所に置かないでください。 

また、水びかからないよラにしてください。 

•本製品は長い間使用ずると、巧外摄（特に直射日巧）や摩擦により変をずることがあります。 

•本製品に無理な力を加えた状態で巧置しないでください。変おするおそれがおります。 

•コードは必ずプラグを持って巧を善ししてください。コードを引っ張ると曲線や事故の原因になります。 
•コードをラックや家具などに巻を付けたり巧んだりしないでください。 

•巧3.5|11111ステレオミニジャックのヘッドホン端子むがの機器と接続ずる場さは、適切な変換プラグアダプターを 
お買い求めください。 


巧いかた 


①接続する樣器の音量を最小にして、ヘッドホン端子に本裝品を接続してください。 


③本裝品の " L (左）"の表示側を左ちに 、" R (ち）"の表示側をち耳に装着し、 
ィャピースを調整します。 

⑤接続している樣器を再生し、音量を調整してください。 

&接続する辖器の取扱説明書もあわせてお読みください。 



ポリユームコント□—ラーのほいかた 


手兄で音量調碧をすることがでさます。 

※接続钱器自がのボリュームを調整することはでをません。 
※電源不要で音量を絞ることがでさます。 

最小にしてを消音にはなりません。 


■ I fT" ■ ■ ■ 'jI 1 ■ 

上げる ^1 ^下げる 
上下にスライドさせて、音量を調整してください。 


ステレオ/モノラル切換スイッチのほいかた 


巧聴ずるテレビやラジオに合わせて音再を切り換えること r - 1 

びでをまず。 《 む〔 ■ 1§ ■ 


ステレオモノラル 


スイッチに置/音青 

淀用例 

ステレオ 

ステレオ機器に接続してステレオで聞くとき 

モノラル 

ラジオなどモノラル機器に接続して両耳で聞くと击 


※音声切り換えスイッチ位置を「ステレオ J にしてモノラル機器と接続した場合は、左チャンネルのみ音が聞こえまず。 


お手入れのしかた 


長くご使用いただくために各部のお手入れをお願いいたします。 

お手入れの隐は、アルコール、シンナーなどの沼剤類は使用しないでください。 


本が/ポリュームコント□-ラーについて 

乾し、た巧で本体の巧れを巧し)てください。特にイヤピース接角!面（も図を照） 
は、イヤピースを通して皮脂などのミちれが巧着します。巧れが付着したまま使 
用すると、イヤピースが巧れやすくなります。こまめに巧れを拭してくださし、。 
なお、音が出る部分は繊細なため、巧らないようにしてください。 

ほ障の原因になります。 

■コードについて 

汗などで巧れた場合は、使用をすぐに乾いた巧で巧いてください。 

巧れたまま使用すると、コードび劣化して固くなり、故障の原因になります。 



■プラグについて 

プラグが巧 n た場合は、乾いた巧で巧いて < ださい。 

プラグが巧れたまま使用すると、音とびや巧音び入る場合があ D ます。 

&イヤピースのお手入れは、 r イヤピースについて」—「お手入れのしかた」をを照くださし、。 


を部のミがと接続例 


ご使用になる前に、下図を参考にヘッドホンのさ部をご巧話くださし、。 



テレビなど 



ステレオ S ニプラグ 


※未使用時やコードの長さを調整したい時は、付属のコード結まバンドを使用してください。 



イヤピースにごいて 


■イヤピースのサイズ 

本製品は、4サイズのシリコンイヤピース XS 、 S 、 机 L を付属しており、お買い上げ時は M サイズが祭着されています。 
よりよい音質で楽しんでいただくために、イヤビースのサイズを換えて、イヤピースをちの収まりのよい位置に詞節し 
てください。イヤピースが耳にうまく装着されていないと旧音が聞こえにくいことびあります。 


■お手入れのしかた 

へッ ドホンか6イヤピースを外し、ラずめた中性洗剤で手ミ先い 
してください。洗浄をは乾いてか5ご使用ください。 

■交巧のしかた 

ミ肖巧したイヤピースをかし、新しいイヤピースをおめか日巧し当てまず。 
(図を照）巧側を広げるよラに強く押し込み、舆までしっかり取 D 巧けて 
<ださい。 

※イヤビースが列れにくい設計にしているため、取り付けがをつくなつています。 



A 注意 

•イヤピースは巧れび付をやすいため、定期的に取り列しお手入れをしてください。 

♦イヤピースは消耗品のため、保ちや使用によりち化しまず。お合がゆるくなるなどの莫化び見られた場合は交換 
イヤピースを販売店でお貢いホめください。 

♦一度外したイヤビースを本体に付ける際は、巧実に取り付けられているかを確認してください。 

イヤビースび耳の中に残ったまま放置ずると、けがや病気の原因になりまず。 


型式 

ドライ K - 
出力音圧レベル 
再生周巧な帯域 
最大入力 
インピーダンス 


:ダイナ=ック型 
:¢8. 5 mm 
: lOOdB/mW 
: 20~23.000 Hz 
: 200 mW 
:160 


テクニカルデータ 


質量 ：約3占呂（コード除く） 

プラグ ：¢3.已 mm 金；/ツキステレオ S ニプラグ 

コード長 ： 3.巳 m ( Y 型*)*ちちのコードの長さが同じです。 

付属品 :イヤピース ( XS . S ， U 丄)、コードク IJ ツプ、コード結束パンド 

•巧換イヤピース： ER - CKM 已已 ( XS . S . M . L ) 

(巧良などのため予告なく変更ずることがあります。） 


アフターサービスについて 

本製品をご家庭用として、取巧説明や接损 • ま意書さ 
に従ったご使用において故障した場合、保証書記載の 
锅間谓定によ D 巧料修理をさせてしすこだきます。修理 
びでをない製品の場合は、交換さだていただをます。 
お買い上げの降の領収書またはレシートなどは、保証 
開始日の確認のた创こ保証書と共に大切に保管し、修 
理などの際は巧示をお願いします。 


巧巧を社ザ — テ‘<7#■テマ =/! 

干1曰4-扫巨己己東京害に町田市成顯220日 
http://www.audio-technica.co.jp 


おおいさわせ巧(蛋話受付/平日9: 00-17:30) 

製品の仕様•使いかたや修理•部品のご相謝ま、販売店または 
当社巧設窓□およびホームページのサポートまでお願いします。 
参;目談を □ (裝品の仕様•使いかた）函 .0 1 20-773-417 
(携帯電話 ’ PHS などのご利用は 03-6746-0211) 

FAX : 04吕 -739-9 120 E メール： support @ aucjio - technica . co.ip 
•ヴービスセンター(隐理•部品）函 . 01 20-887-416 
(携帯電話 ’ PHS などのご利用は 03-6746-0212) 

FAX : 042-739-9120 W — ル： servicecente 階 audiotechnica.c 日. jo 
•ホームページ（サポート） 
www . audio - technica . co . jp / atj / support / 


102440073 MADE IN CHINA 










































































